
Cyber Exposure ワークショップは、お客様の脆弱性管理プログラムを弊
社の専門家と共同で見直すために開催されます。現在利用されている
Tenable ソリューションの最適化、Cyber Exposure Gap の最小化、事業の
サイバーリスクの削減を目標に入れた計画の立案が目的です。

Tenable Professional Services 主導のもと、お客様の脆弱性管理プログラムが
最大限に効果を発揮できるように、業界の専門知識を備えた当社のメンバー
がアドバイスいたします。セキュリティの課題について深く掘り下げて話し
合うことによって、サイバーリスクを早急に緩和できる戦略と計画が策定で
きます。より明瞭な可視性が提供され、セキュリティの制御が有効であると
いう全体的な安心感も得られます。

Cyber Exposure ワークショップは、次の項目のうちのいずれかが当てはまる
組織を運営しているお客様にとって理想的なサービスです。

● Tenable のソリューションを選択したが、どのように展開されるのかを
理解したい。あるいは、ロールアウトに伴うリスクを減らしたい

● Tenable ソリューションの導入前に、どのように展開したら最良の結果
を得られるのかについて専門家のアドバイスが欲しい

● Tenable ソリューションは導入済みだが、現在の脆弱性管理プログラム
全体について、外部の専門家の助言を得たい

Tenable は、お客様の脆弱性管理プログラムの目標を明らかにし、現在の
Cyber Exposure の理解を深めることができるようサポートし、次に、弊社の
専門知識と業界のベストプラクティスに基づいて、目標をお客様のタイムラ
インで達成できるようにマルチフェーズのロードマップを起案します。

サービスの完了時には、セキュリティ目標と事業目標の達成に向けて、お客
様専用の脆弱性管理プログラムのロードマップと運用計画書を策定します。

TENABLE PROFESSIONAL SERVICES
のCYBER EXPOSURE ワークショップ

サービスの成果
• VM プログラムを成熟させる
組織のサイバーエクスポージャーの
旅を導く、専門的に開発された成熟
度ロードマップを入手できます

• サイバーエクスポージャーのギャッ
プをすばやく埋める
リスクベースのアプローチを用いて、
Tenable がシステム、ツール、およ
びプロセスのギャップを特定し、迅
速に対応可能なアクションのリスト
を作成します

• 運用をベストプラクティスに合わ
せる
当社のコンサルタントが、お客様の
ビジネスプラクティスが既知のベス
トプラクティスと一致していること
を確認し、VM プログラムのピーク時
の運用に関するガイダンスを文書化
します

データシート

図 1: Cyber Exposure ワークショップは、リモートまたはオンサイトで配信されます。



詳細については、こちらから: jp.tenable.com/services
お問い合わせ: info-jp@tenable.comまでメールでご連絡いただくか、jp.tenable.com/contact経由でご連絡ください。
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成長をサポート
企業は時と共に変化し、発展します。Tenable Professional 
Services は、変化し続けるビジネス要件にあわせてソリューシ
ョンを常に調整できるように支援します。

経験豊富な Professional Services チーム
Tenable Professional Services の目標は、当社製品の導入を通じ
て最も差し迫ったセキュリティ上の問題を解決し、企業がサイ
バーリスクを可視化、予測して低減させる行動を取れるように
することです。その実現のために、Tenable は長年にわたる業
界での経験を生かして、最も困難な課題に対しても果敢に取り
組んでいます。

Tenable Professional Services と協働することにより、Tenable 
製品投資のより迅速な価値創出が可能になり、リスクベースの
脆弱性管理プログラムの成熟に向けて確実に前進していること
が確信できます。Tenable では、企業の個別のニーズに応える
ために、世界中のどこでもリモートやオンサイトで利用可能な、
幅広いサービスやトレーニングのポートフォリオを用意してい
ます。

Tenable について
Tenable® は、脆弱性管理ソリューションを提供する会社です。
世界中のおよそ 4 万の企業がサイバーリスクを正確に把握し、
削減するために Tenable を採用しています。Nessus® の開発者
である Tenable は、脆弱性に対する専門性をさらに広げ、あら
ゆるコンピューティングプラットフォーム上のデジタル資産を
管理、保護できる世界初のプラットフォームを展開しています。
Tenable は、フォーチュン 500 の約 60%、およびグローバル
2,000 の約 40% の企業や大規模の政府機関などで利用されてい
ます。詳しくは jp.tenable.comをご覧ください。

主な利点
現状の徹底的な評価
Cyber Exposure 計画ワークショップでは、Tenable のコンサ
ルタントがお客様と共同でリスクベースの脆弱性管理 (RBVM) 
プログラムの全体目標を明確にし、セキュリティ目標の達成
にはどのようなビジネスプロセスが必要かを把握します。

ネットワークトポロジーとアーキテクチャ、およびコンプラ
イアンス要件をおおまかに理解できたら、リスク削減の推進、
RBVM プログラムの成熟を実現するため、当社から技術的お
よびビジネス上の決定を通知するのに必要となる重要なメト
リックを提供できるようになります。

詳細にわたるソリューションレビュー
当社のコンサルタントは、最も保護が必要なサービスとアプ
リケーションに優先順位を付けながら、運用とアタックサー
フェスの状態に関する深い知識と状況認識を得るためのサポ
ートを行います。

コンサルタントは、既存のVMプログラムのギャップを特定し、
理想的なカバレッジと可視性を得るためにどこに Tenable の
さまざまなソリューションを配置すべきか、推奨します。ま
た、どの Tenable ソリューションがコンプライアンス要件を
最もよく満たすことができるかについても推奨します。

統合案件の特定
Tenable Professional Services は自動化できる手作業のステッ
プを特定し、作り込みまたはカスタム統合による、企業イン
フラストラクチャと Tenable ソリューションの統合が有利と
考えられる案を推奨します。

明確なソリューションのドキュメント
総合的な Cyber Exposure Gap の低減に役立つ推奨事項に関す
るドキュメントを提供いたします。

図 2: アイテムは、Cyber Exposure 
ワークショップ中に追加される
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